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日本の大学における保健体育科目は，

1991年の大網化以降，卒業要件単位とし

ての縛りはなくなったが，依然として，多

くの大学において講義か実技の授業が必

修科白あるいは選択科目として開講され.

多種多様な形で行われている百一方，米

留の大学においては， Corbin et al‘ (2008) 

がその変遷についてまとめたり，また，

Trimble & Hensley (1990)やHensley(2000) 

が各年代における大学体育の現状につい

て報告したちするなど多数の報告が見ら

れるが，日本においては，近年，初年次

教育における大学体育の教育的効果に関

する研究(木内ら (2009))などは見られ

るものの，大学全体の実態に関する研究

は未だ発表されていない。そこで今回は，

日本の大学体育における現状について実

態を把握し大学体育における B米関の

比較検討を行うことで， 日本の大学体育

の特徴を明らかにすることを自的とした。

研究方法は， 780校(国立 86校，公立

95校，私立 599校)ある日本の大学の中

から，思公立大学 42校，私立大学 46校

を無作為に抽出し，各大学のウェブサイ

トから科自名，開講種目科呂の位置づけ，

大学体育の理念についてデータを収集し

各項呂鴎でのクロス集計a によるカイ 2乗

検定を行った。なお有意水準は 5%とした。

その結果， B本の大学において，実技

科目における必鯵率は 86.7%であり，大

学の規模が大きくなるはど，選択授業に

なる機向にあった。

また，大学体育の理念については，時

法によち 11:建議J，r体力J. I，i思考・判断・

知識J. 1生涯スポーツJ.内士会性J.rス
ポーツJ.rこころJに分類でき， 7割以上

の大学で f健康J.I体力jを目指しており，

続いて「思考・判断・知識j，friz諾スポー

ツJ.I社会性jが約半数の大学でみられたの

これは Hensley(2000) の報告とほぼ同様

の結果である O

さらに，開設種呂は米国とは異なり

(Hensley (2000))，球技スポーツが最も

多く，中でもネット型スポーツであるバ

ドミントンやテニス バレーボールが上

位を占めていたが(図 1)，大学体育の理

念と開設種目の問には，関係性はみられ

なかった。

日米ともに健康-体力問題を個人の教養

として身につけることを自的のーっとし

て掲げて大学体育を実施しているが，実

際に行われている授業内容において， 日

本においては球技スポーツが多く，教材

としての内容論に課題を残す結果であっ

た。

筑波大学では 2010年度よりオハイオ州
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i翠1 日本とアメリカの大学体育における開設種自の速い

立大学(アメリカ).ベッドフォードシャー

大学(イギリス).クイーンズランド大学

(オーストラリア)と共同にて夏季短期国

際プログラムとしてのすsukubaSummer 

Institute (http:/ /www.siit.jp/) を開催し

学部生に対する体育プログラムを実施し

ている O 今 j瓦!の結果を踏まえて，国際交

流プログラムとしての更なる充実につい

ても凶っていきたい。
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(この報告は. 2012年 1月に米匡jで開催され

た theNational Association for Kinesiology and 

Physical Education in Higher Educationにて学

会発表した抄録の一部である0)
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